
レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140
Fax469-7141
休館日　月曜日

（祝日の場合は翌日）
開館時間　
午前9時～午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料　無料

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
229
回

「
蟻
通
神
社
②
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

　
蟻
通
神
社
は
、
正
応
２
（
１
２
８

９
）
年
書
写
の
「
和
泉
国
神
名
帳
」

日
根
郡
条
に
は
、「
従
五
位
上
有

通
社
」
と
社
名
が
み
え
、
正
和
５

（
１
３
１
６
）
年
に
作
ら
れ
た
「
日

根
荘
日
根
野
村
荒
野
開
発
絵
図
」

（「
日
根
野
村
絵
図
」）
に
は
、
長
瀧

庄
内
に
鳥
居
マ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の

下
に「
穴
通
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
滝
の
こ
と
を
記
し
た
「
長
滝
古

記
」
に
は
、
天
正
５
（
１
５
７
７
）

年
の
織
田
信
長
に
よ
る
根
来
寺
攻
め

の
時
に
、
聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
た
禅
興
寺
と
と
も
に

焼
失
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
豊
臣

秀
頼
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
慶
長
20

（
１
６
１
５
）
年
の
大
坂
夏
の
陣
の

緒
戦
で
あ
る
樫
井
合
戦
の
時
に
、
再

度
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
万
治

３
（
１
６
６
０
）
年
に
、
岸
和
田
藩

初
代
藩
主
の
岡
部
宣
勝（
の
ぶ
か
つ
）

に
よ
っ
て
、
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
以

降
、
藩
主
岡
部
氏
の
崇
敬
が
篤
く
、

貞
享
４
（
１
６
８
７
）
年
に
神
田
２

町
を
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第

四
代
藩
主
長
敬
（
な
が
た
か
）、
第

九
代
藩
主
長
慎
（
な
が
ち
か
）
に
よ

り
、
神
馬
図
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
絵
馬
は
、
現
在
、
泉
佐
野
市

の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す

（
長
敬
奉
納
の
絵
馬
は
、
狩
野
憲
信

の
画
）。
ち
な
み
に
、
神
馬
図
絵
馬

の
ほ
か
に
、
蟻
通
神
社
が
所
有
す

る
泉
佐
野
市
指
定
文
化
財
と
し
て
、

三
十
六
歌
仙
図
絵
馬
（
＊
１
）
や
蟻

通
奉
納
百
首
和
歌
（
＊
２
）
が
あ
り

ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
蟻
通
神
社
は
、
現
在

地
よ
り
も
北
東
の
紀
州
街
道
（
熊
野

街
道
）
沿
い
に
あ
り
、
長
滝
よ
り
伸

び
る
道
を
「
表
馬
場
」、
紀
州
街
道

に
面
し
た
道
よ
り
伸
び
る
道
を
「
裏

馬
場
」
と
呼
び
、
境
内
に
つ
な
が
る

道
と
し
て
２
つ
の
参
道
が
あ
り
ま

し
た
。
参
道
に
は
松
が
左
右
に
並
列

し
、
松
並
木
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寛
政
８
（
１
７
９
６
）
年
に
記
さ
れ

た
和
泉
国
の
名
所
・
古
跡
・
神
社
・

仏
閣
の
由
来
や
各
地
の
交
通
事
情

を
記
し
、
写
実
的
な
風
景
画
を
多
数

添
え
た
通
俗
地
誌
で
あ
る
「
和
泉
名

所
図
会
」
や
天
保
８
（
１
８
３
７
）

年
当
時
の
長
滝
村
の
様
子
が
描
か

れ
た
「
長
滝
村
絵
図
」（「
新
修
泉
佐

野
市
史
」
第
13
巻
絵
図
・
地
図
編
参

照
）
な
ど
に
も
、
そ
の
松
並
木
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

▶
「
和
泉
名
所
図
会
」
に

描
か
れ
た
蟻
通
神
社

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
】

　
突
然
の
電
話
勧
誘
や
訪
問
販
売
な

ど
特
定
の
取
引
で
、
よ
く
考
え
る
時

間
も
な
く
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と

き
、
法
定
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
一

定
条
件
の
も
と
消
費
者
か
ら
一
方
的

に
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
制

度
で
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
主
な

期
間
と
特
定
取
引
】

◦
８
日
間

・
訪
問
販
売

・
電
話
勧
誘
販
売

・特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ
ス
テ
、

家
庭
教
師
、
学
習
塾
、
語
学
教
室
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介

サ
ー
ビ
ス
）

・
訪
問
購
入
（
業
者
が
消
費
者
の
自

宅
な
ど
を
た
ず
ね
て
、
貴
金
属
な
ど

の
物
品
の
買
取
を
行
う
も
の
） この契約

クーリング・オフできますか？

◦
20
日
間

・
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）

・
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
（
内
職

商
法
や
モ
ニ
タ
ー
商
法
な
ど
）

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

場
合
】

◦
３
，
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引

◦
政
令
で
指
定
さ
れ
た
消
耗
品
（
健

康
食
品
、
化
粧
品
、
履
物
な
ど
）
を

使
用
も
し
く
は
消
費
し
た
と
き
（
事

業
者
が
消
費
さ
せ
た
場
合
は
除
く
）

◦
自
動
車
販
売
、
自
動
車
リ
ー
ス

◦
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
サ
ー
ビ
ス

◦
葬
儀

◦
自
分
か
ら
店
に
出
向
い
た
と
き

（
特
定
継
続
的
役
務
は
除
く
）

◦
通
信
販
売

【
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
方
法
】

①
ハ
ガ
キ
に
、
契
約
年
月
日
・
契
約

金
額
・
商
品
名
・
販
売
会
社
名
お
よ

び
担
当
者
名
・
契
約
を
解
除
す
る
旨

を
書
く
。

②
ハ
ガ
キ
の
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て
お

き
、
特
定
記
録
郵
便
ま
た
は
簡
易
書

留
で
期
間
内
に
送
る
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
場
合

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
送
る
。

※
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
今
回
紹

介
し
た
以
外
に
も
契
約
形
態
や
契
約

内
容
に
よ
り
詳
細
な
規
定
が
あ
り
ま

す
。

◆
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
＊
１
）
…
箱
蓋
裏
の
墨
書
銘
よ

り
、
万
治
３
年
２
月
に
奉
納
、
竹

門
良
尚
親
王
の
書
、
狩
野
玉
信
の

画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
＊
２
）
…
10
首
は
公
家
、
残
り
の

90
首
は
藩
主
・
僧
侶
・
農
民
・
商

人
な
ど
の
人
び
と
に
よ
っ
て
詠
ま

れ
た
百
首
の
和
歌
で
、「
泉
州
志
」

の
著
者
で
あ
る
石
橋
直
之
に
よ
っ

て
編
集
さ
れ
、正
徳
２（
１
７
１
２
）

年
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
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